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東京国際空港D滑走路建設外工事

プレゼンテーションの概要

１．動態観測計画の概要

２．動態観測計器について

３．安定管理手法の概要

４．護岸の経時沈下量

５．護岸のチェックボーリング

６．ＲＩコーンによる沈下管理手法の試み
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動態観測計画の概要

〈動態観測計画の概要と目的〉

・沈下管理 護岸天端高さの設定 最終天端高さの決定

・層厚管理 安定管理及び沈下管理用データの取得、維持管理計画基礎資料

・安定管理 護岸構築時の安定 埋立部の安定
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動態観測計画の概要
〈計器設置平面図〉
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東京国際空港D滑走路建設外工事

動態観測計画概要

〈重点観測区域における計器配置断面図〉
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動態観測計器について

＜磁気伝送装置＞
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低周波磁界方式（1200Hz）により土中のデータ通信を行う。

内蔵リチウム電池を使用し、設計稼働期間は約10年
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動態観測計器について

＜地中埋設計器＞
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斜と間隔より傾斜量を計算する。沈下
に対応するためにフレキシブルパイプ
を採用している。

地層別に摺動式アンカーを設置し、
このアンカーがロットを移動する量を
各層毎に測定する。
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動態観測計器について

〈計器設置状況〉

大型セップによる設置作業

計器設置状況

磁気伝送装置接合
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動態観測計器について

〈計器設置状況〉
CB沈下板

CB沈下板設置状況
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護岸の経時沈下量

〈水圧式沈下計及びＣＢ沈下板設置位置〉
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護岸の経時沈下量

〈沖側の経時沈下量〉
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護岸の経時沈下量

〈現空港側護岸の経時沈下量〉
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護岸の地盤変形 傾斜計の計測結果
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護岸部のチェックボーリング

〈ＣＰＴによる強度管理フロー〉
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ＣＰＴによる強度管理フロー ＲＩコーン

三成分＋ρｔ を計測
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護岸部のチェックボーリング

〈チェックボーリングの時期〉

SCP打設

盛上り土撤去工

サンドマット工

築堤材1工

捨石1工

床掘置換工

上部工

RI-CPT（自主）

RI-CPT

RI-CPT

サンドマット工

SD打設

保護砂工

中仕切堤2工

揚土1工

揚土2工

RI-CPT

RI-CPT

RI-CPT

RI-CPT

中仕切堤1工

揚土2工 RI-CPT

2008年10月末

2008年10月末

230.0 140.0

60.0 180.0 60.0 100.0 47.8

101.0

53.2

78.2

25.0

W-12 W-14 W-17

（GN-2-2）

（GN-5-1）

（GN-2-1）（GN-1）

（GN-5-2）

（GN-6）

W-13
W-15
W-16

E-17 E-18

E-19

①-4：SCP打設後：2008/01/12
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②：捨石1施工前：2008/06/04

①-3：SCP打設後：2007/11/16
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①-2：SCP打設後：2007/12/15

07年11～12月

08年6月

08年10月
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護岸部のチェックボーリング
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①-C-1

①-C-2

②-C

SCP下端

― 初期理論値

― 床掘前
― 捨石1前

― SCP打設1ヶ月後

〈SCP打設後の強度回復〉

〈築堤１構築後、捨石前のＣＰＴ〉

〈捨石構築後、床堀前のCPT〉

SCP打設後の強度回復を確認するため、CPＴを
行う。調査結果は、打設後1ヶ月で1-C層は強度
回復している。②-Ｃ層は一部強度低下箇所あり。

築堤１構築後の強度を確認する。調査結果は、
設計強度とほぼ同等であり、所定の安全率が確
保可能である。

捨石１構築後の強度を確認する。①-Ｃ層は、築
堤１による強度増加が確認されている。②－Ｃ層
も強度増加が確認されている。安全率は所定の
安全率が確保可能である。
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ＲＩコーンによる沈下管理手法の試み

〈沈下管理手法の概要〉
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ＲＩコーンによる沈下管理手法の試み

〈消散試験結果〉

図5-1 SK-N 保護砂後消散試験結果

静水圧

ＣＰＴ貫入時に、所定の深度で貫入をとめ、貫入による過
剰間隙水圧消散後の水圧を推定する。CPT試験時の有
効応力の推定、CU/Pの推定のために行う。

Δｕ

バックグラウン
（ＢＧ）［自然

γ線検出器
NaIシンチレータ

fs:周面摩擦

ｕ:間隙水圧

qc:先端抵抗

γ

γ

γ

γ

間隙水圧計による原
地盤の水圧の測定を
行う。貫入後の過剰
間隙水圧の消散が必
要条件である。
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ＲＩコーンによる沈下管理手法の試み

〈強度増加率の検証〉
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初期理論強度
理論補正強度（調査時：571日）
理論補正強度（中2着手時：601日）
理論強度（最終）
実測強度（中仕切堤１前）
実測強度（調査時：571日）
消散試験による最終予測強度
消散試験による最終予測強度

図5-3 消散試験とせん断強度の深度分布

理論値最終強度

消散試験結果でのΔu
を用いた最終強度

強度増加率の検証方法として、理
論強度と消散試験でのΔｕ・CU/P
＋Cu（原地盤強度）から強度増加
率の検証を行う。

①-C層の強度増加率 Cu/p=0.3

②-C層の強度増加率 Cu/p=0.25

公告資料による強度増加率
と同等の値と推測される。
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ＲＩコーンによる沈下管理手法の試み

〈圧縮曲線の推定〉

ＲＩコーンの試験結果から、有効上載圧と間隙比を相関させる。公告
資料との比較を行う。載荷段階毎のＣＢの結果を重ね合わせると沈
下に関する諸定数の推定が可能である。

間隙比ｅ

有効応力

原地盤

保護砂

中仕切堤１
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おわり

ご静聴ありがとうございました。


